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建
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宅
住

美
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。
屋
家
本
日
の
屋
平
と
館
洋
て

す
や
に
人
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れ
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ま
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た
た
な

敬
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安
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せ
さ
じ
感
を
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創
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に
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も
と
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完
）
年
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の
そ
ぼ
ほ
を
姿
の
初
当
建
創
に
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昭
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定
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に
財
化
文
要
重
国

指
に
年
２
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１
も
棟
２
蔵
の
属
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定　

育
教
の
子
親
川
安
は
端
発
の
築
建

営
経
、
て
つ
か
は
郎
一
敬
。
熱
情
の
へ

智
福
郡
川
田
（
鉱
炭
池
赤
た
い
て
し

学
山
鉱
の
成
養
者
術
技
に
）
池
赤
町

用
私
は
財
蓄
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た
い
て
し
立
設
を
校

に
め
た
の
民
公
家
国
、
ず
せ
費
乱
で

郎
次
健
、
し
と
条
信
を
」
し
べ
う
使

、
年
９
０
９
１
に
た
新
て
し
同
賛
も

工
州
九
現
（
校
学
門
専
治
明
に
畑
戸

地
敷
。
校
開
を
校
学
小
や
）
学
大
業

宅
住
兼
館
賓
迎
の
者
校
来
を
端
南
の
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た
し
と
地
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野
辰
家
築
建
な
名
著
は
校
学
門
専

も
館
洋
、
ね
委
を
計
設
に
士
博
吾
金

、
後
戦。
計
設
が
所
務
事
の
士
博
野
辰

１
の
後
除
解
、
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さ
収
接
に
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駐
進
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昭
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さ
立
設
、）
年

受
り
譲
が
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楽
倶
業
工
本
日
西
た
れ

開
公
般
一
に
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と
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、
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。
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け
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も
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と
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会
ト
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ベ
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。
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て
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ま
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の
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だ
は
で
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り
飾
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な
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後
今
ら
が
な
し
用
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、
れ
さ
愛
に
民

私
が
の
く
ゆ
て
せ
さ
続
存
年
０
０
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事
部
楽
倶
同
と
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務
責
の
ち
た

今
。
う
言
は
ん
さ
博
木
赤
の
長
局
務

う
お
ら
も
で
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し
親
り
よ
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月
５
年
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歩
遊
に
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と
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憩
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５
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八
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０
０
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で
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巻
竜
も
で
中
、
象
気
異
特
の
球
地

で
究
研
の
流
気
降
下
、
流
気
昇
上
や

北
・
郷
故
れ
ま
生
。
士
博
也
哲
田
藤

に
世
後
を
績
功
の
士
博
、
今
で
州
九

来
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集
を
目
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活
ぐ
継
り
語
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２
０
２
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、
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介
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、
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る
い
て
れ
さ
画
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め
じ
は
を
本
日
、
ば
え
い
と
巻
竜

か
な
、
が
る
い
て
し
生
発
で
界
世
全

５
１
均
平
間
年
は
で
カ
リ
メ
ア
も
で

か
し
。
大
甚
も
害
被
き
起
も
個
０
０

に
害
被
、
数
回
生
発
は
で
国
同
、
し

は
て
い
つ
に
度
強
、
も
る
す
目
注
は

に
度
強
の
巻
竜
の
そ
は
士
博
田
藤
た

度
程
の
害
被
、
年
１
７
９
１
、
目
着

速
秒
（
０
Ｆ
を
さ
強
の
そ
ら
か
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地
（

で
ま
）
ル
ベ
レ
い
な
し
在
存
は
に
上
球

し
案
考
を
と
こ
る
す
分
区
に
階
段
の

秒
（
５
Ｆ
ら
か
０
Ｆ
は
に
際
実
。
た

類
分
で
階
段
６
の
で
ま
）
害
被
い
な

ア
、
本
日
て
が
や
、
れ
ら
け
付
名
と

れ
わ
使
で
界
世
全
め
じ
は
を
カ
リ
メ
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規
大
、
年
同
、
た
ま
は
士
博
田
藤

を
巻
竜
子
い
早
り
よ
が
度
速
に
部
内

さ
影
撮
で
ス
サ
キ
テ
、
年
９
７
９
１

大
に
災
防
、
れ
さ
証
実
で
真
写
た
れ

。
た
し
た
果
を
割
役
な
き

で
故
事
機
空
航

 

　

月
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年
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７
９
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乗
客
乗
、
落
墜
で
風
突
、
雨
豪
の
然

発
が
故
事
る
す
亡
死
が
人
２
１
１
員

が
機
空
航
の
別
は
に
前
直
。
た
し
生

当
、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
陸
着
事
無

社
会
空
航
が
だ
。
た
し
断
判
と
因
原

名
に
で
す
時
当
、
ず
き
で
得
納
は
側

査
調
に
士
博
田
藤
た
い
て
れ
ら
知
を

況
状
象
気
の
時
当
は
士
博
。
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依
を

雷
「、
査
調
に
念
入
を
ど
な
速
風
や
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に
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地
て
し
降
下
が
風
強
ら
か
雲

研
の
他
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た
け
づ
論
結
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事
る

アメリカ・テキサス州で 1979 年撮影された二重構造の竜巻。藤田博士の提唱が証明された（提供：藤田哲也博士記念会）

に
識
常
の
界
世
や
今
、
目
着
に
度
強
の
巻
竜

研
査
調
の
後
の
そ
。
た
れ
ら
け
付
名

航
、
月
９
年
７
７
９
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、
れ
さ
明
証

の
で
ワ
タ
オ
・
ダ
ナ
カ
て
し
と
る
あ

れ
こ
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た
け
受
を
彰
表
で
議
会
際
国

常
が
と
こ
る
す
止
防
を
故
事
機
空
航

役
た
し
た
果
が
果
成
、
究
研
の
々
数

。
い
き
大
く
な
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限
は
割
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０
２
９
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博
田
藤

）
年
９
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（
町
根
曽
郡
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企、
月

生
の
）
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曽
中
区
南
倉
小
市
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九
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小
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県
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倉
小
制
旧
。
れ
ま
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（
校
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門
専
治
明
ら
か
）
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倉

小
。
だ
ん
進
に
）
学
大
業
工
州
九

天
に
特
、
察
観
然
自
ら
か
く
早
で
響

門
専
治
明
、
で
き
好
が
学
質
地
、
体

手
助
究
研
の
授
教
学
質
地
は
で
校
学

20崎
長
の
後
直
下
投
爆
原
、
月
８
）
年

行
に
査
調
て
し
と
授
教
助
学
理
物
に

・
岡
福
は
に
月
８
年
７
４
９
１
、
き

雲
雷
で
所
候
測
山
振
背
の
境
県
賀
佐

乱
積
た
れ
ら
げ
上
し
押
で
流
気
昇
上

し
生
発
が
流
気
降
下
な
力
強
ら
か
雲

、
時
当
。
た
し
認
確
を
と
こ
る
い
て

知
を
と
こ
る
い
て
し
認
確
を
象
事
様

招
ら
か
授
教
同
た
い
驚
、
ろ
こ
と
た

士
博
学
理
で
学
大
京
東
、
け
受
を
聘

渡
、
年
３
５
９
１
の
後
得
取
を
格
資

、
巻
竜
で
大
ゴ
カ
シ、
後
以。
米

未
お
な
。
た
ね
重
を
究
研
な

抱
を
味
興
の
へ
の
も
る
な
知

年
８
９
９
１
が
た
い
て
け
続
き

）
年
９
成
平
（
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を
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年

の
幡
八
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績
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番
一
が
郷
故
は
士
博
田
藤
な
ん
そ

書
著
は
史
女
か
や
さ
森
員
会
士
報
予

に
も
と
と
化
悪
の
状
病
は
士
博
、
で

」
―
―
川
の
彼
し
り
釣
鮒
小
、
山
の
彼

。
す
記
と
、
た
れ
ら
お
で
ん
さ
ず
口
と

の
大
業
工
州
九
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る
た
当
に
輩
後
年

（
授
教
誉
名
嗣
侑
田
富

78

士
博
も
）

そ
「
た
ま
、
り
入
じ
感
に
愛
土
郷
の

調
を
害
災
の
ど
な
巻
竜
は
績
業
の

メ
ア
、
く
な
で
け
だ
る
す
類
分
、
査

さ
立
確
を
制
体
災
防
の
会
社
カ
リ

料
材
究
研
の
後
今
に
会
社
類
人
、
せ

そ
「て
し
そ。
る
す
評
と」
た
し
言
提
を

人
の
ど
ん
と
ほ
の
元
地
を
士
博
な
ん

。
も
と
」
す
で
念
残
が
の
い
な
ら
知
が

　

也
碩
の
弟
、
年
晩
は
士
博
田
藤

が
妹
、
弟
、
親
両
「
れ
た
立
先
に
氏

弔
に
族
家
の
氏
也
碩
と
」
す
ま
り
帰

れ
ら
葬
に
根
曽
中
の
郷
故
し
国
帰
て

に
ち
た
人
の
り
か
ゆ
、
時
の
そ
。
た

会
員
委
備
準
設
建
館
念
記
田
藤
り
よ

）
称
改
に
会
念
記
士
博
田
藤
、
後
（

に
心
中
を
志
有
元
地
、
れ
さ
成
結
が

　

　

の
々
数
等
減
激
故
事
の
時
着
発
離
機

学
象
気
な
大
偉
た
げ
遂
し
成
を
業
偉

羽
に
界
世
ら
か
州
九
北
こ
こ
、
が
者

と
」
う
思
に
り
誇
を
と
こ
た
い
た
ば

を
姿
の
そ
で
館
学
科
い
し
新
。
会
同

。
る
き
で
見
再

）
載
掲
号
月
４
・
３
年
１
２
０
２
（

　

小倉南区中曽根の生家近くの藤田博士の墓碑。碑に、竜巻の形が刻まれている。

藤田哲也博士（提供：藤田哲也博士記念会）
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巻
竜
の
で
本
日

　

　

 

」
記
丈
方
「
明
長
鴨
は
で
内
国

治
で
記
表
の
」
風
辻
「
に
ど
な

京
、）
年
０
８
１
１
（
年
４
承

古
も
最
が
と
こ
た
し
生
発
で
都

を
内
市
都
京
の
在
現
。
録
記
い

現
。
う
い
と
た
け
受
を
害
被
な

２
成
平
（
年
０
９
９
１
は
で
代

）
年

12

市
原
茂
県
葉
千
、
月

０
０
１
ど
な
ス
バ
ロ
ク
イ
マ
で

さ
ば
飛
き
吹
が
車
の
上
以
台
０れ

74

３
４
２
物
建
、
傷
死
が
人

起
が
事
惨
大
る
す
壊
半
全
が
棟

 

。
た
き

※ 

年
２
２
０
２
は
館
学
科
い
し
新

州
九
北
、
月
４
）
年
４
和
令
（

田
藤
に
部
内
。」
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
ス

高
、
め
始
を
介
紹
績
業
の
士
博さ

10

て
し
開
公
、
備
整
を
ど
な
置
装

現
学
科
な
議
思
不
た
ま
。
る
い

宙
宇
と
ム
ウ
リ
タ
ネ
ラ
プ
、
象

。
る
あ
も

1415

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
六
十
三
回

平
家
最
後
の
嫡
流
六
代

平
家
落
人
の
残
影
に
つ
い
て
は
、
当
欄
で
か

つ
て
北
九
州
市
門
司
区
黒
川
東
の
殿
墓
を
取

り
上
げ
た
際
、
平
休や
す
お
き息
な
る
武
者
の
子
孫
が
、

今
な
お
「
八
木
田
氏
」
と
し
て
先
人
の
面
影

を
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
れ

ら
を
は
じ
め
日
本
全
国
で
展
開
さ
れ
た
源
平

合
戦
、
か
の
時
代
の
残
影
は
今
な
お
各
地
に
、

一
説
で
は
全
国
約
１
３
０
ヶ
所
で
伝
わ
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
平
氏
最

後
の
嫡
流
と
言
わ
れ
る「
平
六
代
」（
平
高
清
）

に
つ
い
て
の
物
語
も
そ
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、

源
平
激
動
時
代
の
最
後
に
現
れ
た
そ
の
悲
劇

の
半
生
、
時
代
は
今
も
人
を
引
き
付
け
る
。

残
党
狩
り
で
六
代
斬
ら
れ

平
家
断
絶
と
「
平
家
物
語
」

　
「
平
六
代
」
と
は
、
平
氏
の
棟
梁
平
清

盛
の
長
男
重
盛
の
孫
、つ
ま
り
清
盛
の
ひ
孫
で
、

平
家
嫡
流
で
も
あ
っ
た
平
高
清
。
桓
武
平
氏

の
武
門
化
、
興
隆
の
基
礎
を
築
い
た
平
正
盛

か
ら
６
代
目
で
「
六
代
御
前
」
と
呼
ば
れ
た
。

「
平
家
物
語
」
の
最
終
章
第
十
二
巻
で
は
、
幼

児
期
、
父
の
平
維
盛
ら
平
家
一
門
が
木
曽
義

仲
勢
の
京
へ
の
侵
攻
で
家
族
を
残
し
て
西
国
に

逃
れ
た
。
残
さ
れ
た
維
盛
嫡
男
の
六
代
は
当

時
12
歳
。
平
家
残
党
狩
り
で
斬
ら
れ
る
寸
前
、

源
氏
の
頼
朝
と
親
交
の
あ
る
僧
文
覚
に
よ
っ

て
救
わ
れ
、出
家
し
て「
妙
覚
」と
名
乗
り「
三

位
禅
師
」
と
し
て
30
歳
余
ま
で
成
長
、
高
雄

（
京
都
市
右
京
区
）
の
山
寺
に
い
た
時
、
源
氏

の
北
条
時
政
の
追
求
に
よ
り
捕
ら
え
ら
れ
、

相
模
の
田
越
川
（
現
：
神
奈
川
県
逗
子
市
）

で
切
ら
れ
た
。
建
久
９
年
（
１
１
９
８
）
と

も
建
仁
3
年
（
１
２
０
３
）
と
も
い
わ
れ
る

が
不
詳
。
平
家
物
語
は
「
そ
れ
よ
り
し
て
こ

そ
平
家
の
子
孫
は
な
が
く
た
え
に
け
れ
」
と

悲
哀
の
末
路
を
描
い
て
い
る
。

豊
前
に
隠
れ
住
み
仏
道
修
行

築
上
郡
の
地
元
伝
承

六
代
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
築
上
町
出
身
の

歴
史
家
・
医
師
の
吉
水
卓
見
氏
（
82
）
が
最

新
発
行
の
著
書
「
源
平
合
戦
の
残
り
香
〜
無

量
院
の
六
代
」
で
丁
寧
に
紹
介
し
て
い
る
。

吉
水
氏
は
、
平
家
一
門
の
霊
魂
を
鎮
め
る
た

め
清
盛
の
長
男
重
盛
の
御
家
人
だ
っ
た
緒
方
一

族
が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
無
量
院
（
現
：

長
泉
院
）（
築
上
郡
築
上
町
）
の
主
。
そ
の

書
で
、
経
緯
は
不
明
だ
が
六
代
は
豊
前
の
八

津
田
村
（
現
：
築
上
郡
築
上
町
）
に
落
ち
延

び
て
隠
れ
住
ん
だ
と
さ
れ
る
言
い
伝
え
が
残
っ

て
い
る
。
当
時
す
で
に
源
氏
の
世
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
一
族
は
六
代
の
存
在
を
公
に
で
き
ず
、

所
在
を
隠
し
通
し
て
い
た
、
と
地
元
で
は
伝

承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
著
で
、
源
氏
の

平
家
一
族
の
子
孫
狩
り
で
六
代
は
北
条
時
政

に
潜
伏
先
で
捕
縛
さ
れ
た
。
鎌
倉
に
送
ら
れ

て
斬
首
の
運
命
に
な
っ
た
が
、
源
氏
棟
梁
の

頼
朝
と
親
し
い
京
都
・
神
護
寺
の
文も

ん
が
く覚
上
人

に
よ
る
助
命
嘆
願
で
上
人
に
預
け
ら
れ
、
仏

道
修
行
に
励
ん
だ
と
さ
れ
る
。

一
方
で
「
平
家
物
語
」
で
は
、
六
代
は
文

覚
上
人
か
ら
の
助
命
嘆
願
に
よ
り
命
拾
い
し

仏
道
に
励
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は

巻
第
十
二
「
六
代
被
斬
（
き
ら
れ
）」
の
項
で
、

六
代
御
前
の
青
年
へ
の
成
長
に
危
機
感
を
覚

え
た
鎌
倉
方
は
「
平
家
の
公
達
、
武
門
と
し

て
の
気
概
は
失
っ
て
は
い
ま
い
」
と
し
て
召
し

捕
っ
て
関
東
へ
下
し
、
駿
河
国
住
人
岡
部
安

綱
に
命
じ
て
相
模
国
の
田
越
川
（
現
：
神
奈

川
県
逗
子
市
）
で
処
刑
、
命
を
奪
っ
た
と
記

し
て
い
る
。

　
「
平
家
物
語
」
は
こ
の
巻
の
最
後
に
、
こ

う
記
し
た
。「
十
二
の
歳
よ
り
卅
（
三
十
）
に

あ
ま
る
ま
で
た
も
ち
け
る
は
、
ひ
と
へ
に
長
谷

の
観
音
の
御
利
生
と
ぞ
聞
こ
え
し
。
そ
れ
よ

り
し
て
こ
そ
、
平
家
の
子
孫
は
な
が
く
た
え

に
け
れ
」（
平
家
一
族
絶
滅
し
た
）　

応
安
3
年

（
１
３
７
０
年
）
11
月
廿
九
日　

仏
子
有
阿

書　
と
。

先
に
、
平
家
落
人
の
伝
説
は
全
国
１
３
０

ヶ
所
も
存
在
す
る
と
記
し
た
が
、
六
代
の
地

の
他
、
西
日
本
各
地
に
幾
つ
も
残
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
県
八
代
市
の
平
家
の
里
、
那
須
与
一
と

鶴
富
姫
の
悲
恋
物
語
が
伝
わ
る
宮
崎
県
椎
葉

村
、
平
家
残
党
が
住
み
着
い
た
と
い
う
広
島

県
庄
原
市
七
塚
原
等
、
数
多
い
。
そ
の
伝
承

は
今
も
人
の
心
を
揺
る
が
し
て
い
る
。

六代との縁も深い築上町の無量院（現：紫雲山長泉院）（吉水卓見氏著「源平合戦の残り香～無量院の六代」より）


